
※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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平成２７年度入学者選抜全日制課程及びフレックススクールの募集・選抜方法等一覧

100

英語

第１
段階

第２
段階

第３
段階 ７ １

－

－

－

－

検査時間・配点

配
点

(70%)

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。
・調査書は学習の記録の評
定を指すが、特別活動等に
おいて顕著な実績を有する
場合は、実績に応じて調査
書点の10％未満の範囲で加
点することがある。

学力検査

前期選抜 後期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

学校名
志願してほしい

生徒像
学科等 性別

募集
定員

国語

数学

150

150

社会 100

理科

－

－

－

前橋

・本校の校訓で
ある「質実剛健
気宇雄大」の精
神を尊重し、将
来のリーダーた
りうる資質と志
を有し、学習に
対する能力・意
欲が高く、部活
動や生徒会活動
に積極的に取り
組むことができ
る生徒

普通科 男 320人 (30%)

【選抜方法】
・調査書と小論文、面接の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに足る能力・適性等
を判定して選抜を行う。
【各段階の選抜方法及び重視
する項目等】
・調査書の評定と小論文、面
接の結果から基礎的な能力・
適性を有すると判定した受検
生を合格候補者とする。
・第１段階選抜では、合格候
補者全員を対象に、調査書の
評定と部活動等の実績（調査
書の評定と部活動等の実績の
比重は5：1）及び小論文の結
果等を重視して選抜を行い、
合格者を決める。
・次に第２段階選抜では、第
１段階合格者以外の合格候補
者を対象に、調査書の評定と
小論文の結果等を重視して選
抜を行い、合格者を決める。
・さらに第３段階選抜では、
第１、第２段階合格者以外の
合格候補者を対象に、調査書
の評定と部活動等の実績（調
査書の評定と部活動等の実績
の比重は10：3）及び小論文の
結果等を重視して選抜を行
い、合格者を決める。
・第１段階選抜12%
・第２段階選抜9%
・第３段階選抜9%

面接
小論文

－ － － ２

７ １ － － － ２

７ １ － － － ２

150

１ ９ －

別表１

＊　選抜方法の詳細については、各高等学校が作成する「志願者案内」で確認してください。

○　全日制課程



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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Ａ １ ８ １ －

Ｂ ４ ５ １ －

時
間

配
点
Ａ

配
点
Ｂ

50 100 100

60 100 100

50 100 100

50 100 100

50 100 100

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

前橋南

・将来について
高い目標をも
ち、本校の学習
活動に意欲的に
取り組むことの
できる生徒
・基本的な生活
習慣が身に付い
ており、行事や
部活動等に積極
的に取り組もう
とする生徒
・集団の中で他
を尊重するとと
もに、自己のよ
さを発揮できる
生徒

普通科
男
女

120人
120人

(50%)

Ａ
(3)

【選抜方法】
・調査書と小論文、面接等を
総合して、本校の志願してほ
しい生徒像に照らして、本校
の教育を受けるに足る能力・
適性等を判定して選抜を行
う。
【重視する項目等】
・本校の学習活動に意欲的に
取り組む生徒
・調査書(特に評定)､小論文､
面接(集団)

小論文
面接
(集団)

６ ３ －

学校名
志願してほしい

生徒像
学科等 性別

募集
定員

前期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

－

英語

各検査項目等の比重※２

後期選抜

学力検査
面接

検査時間・配点

国語

Ｂ
(1)

【選抜方法】
・調査書と小論文、面接等を
総合して、本校の志願してほ
しい生徒像に照らして、本校
の教育を受けるに足る能力・
適性等を判定して選抜を行
う。
【重視する項目等】
・部活動における活動実績及
び入学後の部活動継続の意志
等
・調査書(部活動における実績
を評定に加算)、小論文、面接
(個人)

小論文
面接
(個人)

６ ２ － － － ２ － －

数学

社会

理科

１ － － －

(50%)

・調査書、５教科の学力検
査及び面接等の結果を総合
し、本校の志願してほしい
生徒像に照らし合わせて本
校の教育を受けるに足る能
力・適性等を判定して選抜
を行う。
・受検者全員を「Ａの選抜
方法」すなわち学力検査と
調査書の比重を５：１で判
定し合格者を決めた後、合
格者以外の受検生全員を
「Ｂの選抜方法」すなわち
学力検査と調査書及び面接
の結果の比重を同等で判定
して残りの合格者を決め
る。
・Ａの選抜方法45%
・Ｂの選抜方法５%



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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生徒像
学科等 性別

募集
定員

前期選抜 後期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

８ １ － － １ － － －

国際科 男女 40人

社会 100

理科 100

－

検査時間・配点

配
点

英語 150

国語 100

数学 100

(50%)
数学 100

社会 100

理科 100

英語 100

国語 100

学力検査
面接

２ ７ １

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。

学力検査
面接

２ ７ １ －

検査時間・配点

配
点

前橋西

・基本的生活習
慣が確立されて
おり、明確な目
標をもって、学
習・部活動・学
校行事・ボラン
ティア活動等に
積極的に取り組
むことのできる
生徒
更に国際科で
は、
・諸外国の語学
や文化等に興
味・関心があ
り、国際交流を
とおして、国際
社会に進んで貢
献できる生徒

普通科 男女 160人 (50%)

Ａ
(7)

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定
・特別活動等の記録
・面接
・作文

作文
面接

Ｂ
(3)

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・部活動における活動実績
・調査書の評定
・特別活動等の記録
・面接
・作文

(50%)

Ａ
(7)

【選抜方法】
・調査書と面接、英語面接、
作文の結果等を総合して、本
校の教育を受けるに足る能
力・適性等を判定して選抜を
行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定
・特別活動等の記録
・面接・英語面接
・作文

作文
面接

英語面接

７ － １ － － －

Ｂ
(3)

【選抜方法】
・調査書と面接、英語面接、
作文の結果等を総合して、本
校の教育を受けるに足る能
力・適性等を判定して選抜を
行う。
【重視する項目等】
・部活動における活動実績
・調査書の評定
・特別活動等の記録
・面接・英語面接
・作文

２ － － １ － － －７

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。

６ ２ １ － １ － － －

(50%)

１ １



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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８ － －

検査時間・配点

配
点

国語 100

数学 100

社会 100

理科 100

英語 100

７ １ － － － ２ －

Ａ
(3)

【選抜方法】
・調査書と作文、面接等の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに足る能力・適性等
を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定
・調査書の特別活動等の記録

作文
面接

Ｂ
(2)

【選抜方法】
・調査書と作文、面接等の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに足る能力・適性等
を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・部活動における活動実績及
び入学後の部活動継続の意志
等
・調査書の評定

－ (80%)

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。

学力検査

２

前橋
女子

・旺盛な知的探
究心と豊かな個
性を備え、本校
の学習や諸活動
に積極的に取り
組み、かつ地域
社会の期待に応
え得る心身とも
に健全な生徒

普通科 女 320人 (20%)

【選抜方法】
・調査書と面接、小論文の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに足る能力・適性等
を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定、特別活動の
記録等
・小論文の結果
・面接における内容態度等

小論文
面接

８ １ － － １ －

(60%)

７ ２ － － １ － － －

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。

学力検査

２ ８ － －

検査時間・配点

配
点

国語 100

数学 100

社会 100

理科 100

英語 100

－

(40%)

－

前橋東

・学習や部活動
等でその道の
トップを目指し
たい生徒
・創造性と国際
的な視野をも
ち、堂々と自己
を表現できる力
を身に付けたい
生徒
・自らの夢を見
つけ、それを実
現するために必
要な主体的な学
習意欲のある生
徒

総合
学科

男女 240人



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

－ －

(50%)

・中学校長から提出された
調査書及び５教科の学力検
査の結果、面接の結果等を
資料として、本校の当該学
科又はコースの教育を受け
るに足る能力・適性等を判
定して選抜を行う。

３ －

後期選抜

－

１ －

学力検査
面接

３ ６

検査時間・配点

配
点

国語 100

数学 100

社会 100

理科 100

英語 100

勢多
農林

・農業・食料・
環境に興味と関
心をもち、これ
らの諸課題の解
決に意欲をもつ
生徒
・実験・実習や
栽培・飼育に積
極的に取り組め
る生徒
・地域の文化・
伝統や国際交流
に関心があり、
将来貢献したい
と考えている生
徒
・農業クラブ活
動・部活動・資
格取得等に積極
的に取り組める
生徒

男女

男女

男女

男女

男女

男女

男女

男女

男女

男女

40人

40人

20人

20人

20人

20人

20人

20人

20人

20人

(50%)

Ａ
(4)

【選抜方法】
・中学校長から提出された調
査書と面接、作文の結果等を
総合し、本校の当該学科又は
コースの教育を受けるに足る
能力・適性等を判定して選抜
を行う。
【重視する項目等】
・学科・ｺｰｽへの興味･関心及
び意欲
・調査書の評定、特別活動の
記録
・作文の結果

作文
面接 ５

Ｂ
(1)

【選抜方法】
・中学校長から提出された調
査書とﾊﾟｰｿﾅﾙﾌﾟﾚﾝｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ、
作文、面接の結果等を総合
し、本校の当該学科又はコー
スの教育を受けるに足る能
力・適性等を判定して選抜を
行う。
【重視する項目等】
・部活動における実績と入学
後の部活動継続の意志
・学科・ｺｰｽへの興味･関心及
び意欲
・調査書の評定、特別活動の
記録
・ﾊﾟｰｿﾅﾙﾌﾟﾚﾝｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝの結果
・作文の結果

作文
面接

ﾊﾟｰｿﾅﾙﾌﾟﾚ
ｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

４

２ － －

植物科
学科
ﾊﾞｲｵﾃｸ
ﾉﾛｼﾞｰ
科
動物科
学科
 資源
動物ｺｰ
ｽ
 応用
動物ｺｰ
ｽ
緑地土
木科
 土木
工学ｺｰ
ｽ
 緑地
ﾃﾞｻﾞｲﾝ
ｺｰｽ
食品文
化科
 食品
科学ｺｰ
ｽ
 ﾌｰﾄﾞ
ﾋﾞｼﾞﾈｽ
ｺｰｽ
ｸﾞﾘｰﾝﾗ
ｲﾌ科
 ﾌﾗﾜｰ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ
ｺｰｽ
 ｸﾞﾘｰﾝ
ﾗｲﾌｺｰｽ

１ － － ２ － ３



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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学
力
検
査
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等

実
技
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査

時
間

50

50

50

50

50

後期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

(50%)
前橋
工業

・ものづくりに
関心をもち、学
ぶ意欲が強い生
徒
・基本的生活習
慣が身に付いて
おり、高校生と
して望ましい行
動がとれる生徒
・部活動や資格
取得に積極的に
取り組める生徒

機械科
電子機
械科
電気科
電子科
建築科
土木科

男女
男女

男女
男女
男女
男女

80人
40人

40人
40人
40人
40人

(50%)

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定、特別活動の
記録等
・面接における態度等
・作文の結果
・部活動における活動実績及
び入学後の部活動継続の意志
等

作文
面接

学校名
志願してほしい

生徒像
学科等 性別

募集
定員

前期選抜

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。

学力検査
面接

３ ６ １ －

検査時間・配点

配
点

国語 100

数学 100

社会 100

理科 100

英語 100

７ ２ － － １ － － －



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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50
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学校名
志願してほしい

生徒像
学科等 性別

募集
定員

前期選抜 後期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法

各検査項目等の比重※２

検査項目

前橋
商業

ビジネ
ス総合

科
男女 240人 (50%)

Ａ
(2)

【選抜方法】
・調査書と小論文、面接の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに相応しい能力・適
性等を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・部活動や特別活動における
活動実績及び入学後の部活動
継続の意志等

小論文
面接

７ ２ － － － １ － －

システ
ム情報

科
男女 80人 (50%)

－ － １ － －

・人物が優れ、
かつ、部活動や
特別活動が優れ
ている生徒
・人物が優れ、
かつ、学習意欲
が高く、志望動
機が明白な生徒

７ １ －

検査時間・配点

配
点

国語 100

Ｂ
(1)

【選抜方法】
・調査書と小論文、面接の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに相応しい能力・適
性等を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定

８ １ － － － １ － －

数学 100

社会 100

理科 100

英語 100

(50%)

・調査書及び５教科の学力
検査、面接結果等を資料と
して、本校の教育を受ける
に足る能力、適性等を判定
して選抜を行う。

学力検査
面接

２

－

検査時間・配点

配
点

国語 100

Ｂ
(3)

【選抜方法】
・調査書と小論文、面接の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに相応しい能力・適
性等を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定

８ １ － － － １ － －

数学 100

社会 100

理科 100

英語 100

Ａ
(1)

【選抜方法】
・調査書と小論文、面接の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに相応しい能力・適
性等を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・部活動や特別活動における
活動実績及び入学後の部活動
継続の意志等

小論文
面接

７ ２ －

(50%)

・調査書及び５教科の学力
検査、面接結果等を資料と
して、本校の教育を受ける
に足る能力、適性等を判定
して選抜を行う。

７ １

学力検査
面接

２



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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時
間

60

60

50

50

50

時
間

50

50

50

50

50

学校名
志願してほしい

生徒像
学科等 性別

募集
定員

前期選抜 後期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

１ －２ ７

－ － － ２ － －

(50%)

７ １ － － － ２ － －

・調査書及び５教科の学力
検査、面接の結果等を資料
として、本校の教育を受け
るに足る能力・適性等を判
定して選抜を行う。

学力検査
面接

高崎東

・学習意欲が旺
盛で、進路実現
を目指して努力
を継続できる高
い志をもった生
徒
・基本的生活習
慣を身に付け、
部活動・生徒会
活動・ボラン
ティア活動等に
意欲と熱意を
もって取り組め
る生徒

普通科 男女 200人 (50%)

Ａ
(2)

【選抜方法】
・調査書と小論文、面接の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに足る能力・適性等
を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定
・小論文の結果
・面接の結果

小論文
面接

Ｂ
(1)

【選抜方法】
・調査書と小論文、面接の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに足る能力・適性等
を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・部活動等における活動実績
及び入学後の部活動継続の意
志等
・調査書の評定
・小論文の結果
・面接の結果

検査時間・配点

配
点

国語 100

数学 100

社会 100

理科 100

英語 100

７ １

(70%)

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。

学力検査

２ ８ － －

検査時間・配点

配
点

国語 150

Ｂ
(1)

【選抜方法】
・調査書と面接、総合問題の
結果等を総合して、本校の教
育を受けるに足る能力・適性
等を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・部活動における活動実績及
び入学後の部活動継続の意志
等
・総合問題の結果
・調査書の評定

６ １ － － － － － ３

数学 150

社会 100

理科 100

英語 150

Ａ
(2)

高崎

・将来、社会の
リーダーとなっ
て活躍できる資
質を有する生徒
・基本的生活習
慣が確立してお
り、優れた人間
性、社会性を有
する生徒
・学習意欲が旺
盛で、部活動や
生徒会活動など
に積極的に取り
組める生徒

普通科 男 320人 (30%)

【選抜方法】
・調査書と面接、総合問題の
結果等を総合して、本校の教
育を受けるに足る能力・適性
等を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・総合問題の結果
・調査書の評定

総合問題
面接

５ １ － － － － － ４



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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性別
募集
定員

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

前期選抜 後期選抜

募集
人員
(%)

２ ７

学校名
志願してほしい

生徒像
学科等

高崎北

・未来を拓こう
とする意欲のあ
る、明るく素直
でたくましい生
徒
・自ら進んで学
ぼうとする意欲
のある生徒

普通科 男女 240人 (50%)

第１
段階

【選抜方法】
・調査書と面接、小論文の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに足る能力・適性等
を判定して選抜を行う。
・受検者全員を対象に、調査
書の評定を重視して第１段階
選抜を行い、合格者を決めた
後、合格者以外の受検生を対
象に、部活動等の実績を加味
して第２段階選抜を行い、全
合格者を決める。
・第１段階選抜35%
・第２段階選抜15%
【重視する項目等】
・第１段階選抜では、調査書
の評定
・第２段階選抜では、調査書
の評定、部活動における活動
実績及び入学後の部活動継続
の意志等

小論文
面接

第２
段階

100

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。

学力検査
面接

７ ２ － － － １ － －

(50%)

７ ２ － － － １ － －

１ －

検査時間・配点

配
点

国語 100

数学 100

社会 100

理科 100

英語



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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生徒像
学科等 性別

募集
定員

前期選抜 後期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

100

100

配
点

100

３ ５ ２ －

検査時間・配点

(50%)

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。

(75%)

・調査書及び５教科の学力
検査の結果を資料として、
本校の教育を受けるに足る
能力・適性等を判定して選
抜を行う。

国語 120

数学学力検査

２ ８ － －

検査時間・配点

配
点

国語

数学

社会

理科

英語

１ － － －

Ｂ
(1)

【選抜方法】
・調査書とパーソナルプレゼ
ンテーション、作文の結果等
を総合して、本校の教育を受
けるに足る能力・適性等を判
定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定、特別活動の
記録等
・パーソナルプレゼンテー
ションの結果及び部活動にお
ける活動実績、入学後の部活
動継続の意思等
・作文の結果

パーソナ
ルプレゼ
ンテー
ション等
作文

５ － － － １ － ４ －

学力検査
面接等

100

100

榛名

・「チャレンジ
ハイスクール」
の取組を理解
し、積極的に参
加、活動できる
生徒
・高校生活の目
標がしっかりし
ていて、それに
向けて最後まで
諦めず努力ので
きる生徒
・基本的生活習
慣を身に付け、
学習、部活動、
ボランティア活
動などに自主
的、意欲的に取
り組める生徒

普通科 男女 80人 (50%)

Ａ
(3)

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定、特別活動の
記録等
・面接等
・作文の結果

面接等
作文 ５ ４ － －

高崎
女子

・本校の校訓で
ある｢向学叡智｣
(高い志を持
ち、可能性に向
かって全力で挑
戦できる)、｢清
楚品位｣(凛とし
て、礼儀正し
く、豊かな心を
持ち、常に謙虚
に自分を見つめ
ることができ
る)、｢明朗闊
達｣(常に前向き
で、素直な心を
持ち、学習・部
活動で自分を向
上させることが
できる)を実践
できる生徒

普通科 女 320人 (25%)

Ａ
(2)

【選抜方法】
・調査書と総合問題、面接の
結果を総合して、本校の教育
を受けるに足る能力・適性等
を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定
・総合問題の結果

総合問題
面接

５ １ － － － － － ４

Ｂ
(1)

【選抜方法】
・調査書と総合問題、面接の
結果を総合して、本校の教育
を受けるに足る能力・適性等
を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定
・部活動等における活動実績
及び入学後の部活動継続の意
志
・総合問題の結果

７ １ － － － － － ２

120

社会 100

理科 100

英語 120



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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学科等 性別
募集
定員

前期選抜 後期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

各検査項目等の比重※２各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

２ － －

(50%)

４ ５ 1
・調査書及び５教科の学力
検査の結果、面接等を資料
として、本校の教育を受け
るに足る能力・適性等を判
定して選抜を行う。

学力検査
面接

100

理科 100

英語 100

－

検査時間・配点

配
点

国語 100

数学 100

社会

７ １

４ ５ － － － １ － －

－ － －

１ －

検査時間・配点

配
点

国語 100

数学 100

社会 100

理科 100

100

－ － － (50%)

・調査書及び５教科の学力
検査の結果及び面接の結果
等により、本校の教育を受
けるに足る能力・適性等を
総合的に判断して選抜を行
う。

学力検査
面接

２ ７

７

英語

２ － － １

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等により、本校の教育を受け
るに足る能力・適性等を総合
的に判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・作文の結果
・調査書の評定、特別活動の
記録等
・面接における態度等

作文
面接

第１
段階

【選抜方法】
・調査書、小論文、面接等を
総合して、本校の教育を受け
るに足る能力・適性等を判定
して選抜を行う。
・受検者全員を対象に、調査
書を重視して第１段階選抜を
行い、合格者を決めた後、合
格者以外の受検生を対象に、
面接等を重視して第２段階選
抜を行い、合格者を決める。
・第１段階選抜45%
・第２段階選抜5%
【重視する項目等】
・第１段階選抜では、調査書
の評定、部活動における活動
実績、英語検定の実績等
・第２段階選抜では、調査
書、面接等
・入学後の部活動の継続、又
は加入の意志

高崎
工業

・工業の分野に
関心をもち、深
く探究しようと
する強い意志を
もつ生徒
・生活態度がき
ちんとしてい
て、学習や部活
動等にまじめに
かつ意欲的に取
り組める生徒
・将来の自己実
現に向けて熱意
をもって継続的
に努力ができる
生徒

機械科
電気科
情報技
術科
建築科
土木科
工業化
学科

男女
男女
男女

男女
男女
男女

80人
40人
40人

40人
40人
40人

(50%)

吉井

・本校の総合学
科の特色に魅力
を感じ、自分自
身の人生設計を
描きながら、自
ら課題を見つけ
解決する能力を
積極的に身に付
けようとする生
徒
・社会や地域に
貢献するために
自己を磨き、学
習に意欲をもっ
て取り組むこと
のできる生徒
・基本的生活習
慣が身に付き、
部活動をはじめ
とした様々な活
動に積極的に取
り組むことので
きる生徒

総合
学科

男女 160人 (50%)
面接
小論文

第２
段階



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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(%)

選抜
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※１
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募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

第２
段階 ７ １ － －

高崎
商業

・ビジネスに関
する教科・科目
に興味、関心が
あり、資格取得
や部活動、ボラ
ンティア活動等
を通して、熱意
と意欲をもって
高校生活を送る
ことができる生
徒

流通ビ
ジネス
科
情報ビ
ジネス
科
国際ビ
ジネス
科
（くく
り募
集）

男
女

160人
160人

(50%)

第１
段階

【選抜方法】
・調査書と面接、小論文の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに足る能力・適性等
を判断して選抜を行う。
・受検者全員を対象に、部活
動等の実績、面接を重視して
第１段階選抜を行い、合格者
を決めた後、合格者以外の受
検生を対象に、調査書の評
定、小論文の結果を重視して
第２段階選抜を行い、合格者
を決める。
・第１段階選抜
　男子37.5%を上限とする。
　女子30%を上限とする。
・第２段階選抜
　男女とも、定員より第１段
階選抜合格者を減じた数
【重視する項目等】
・第１段階選抜では、部活動
等における実績及び入学後の
活動継続の意思等
・第２段階選抜では、調査書
の評定及び小論文の結果

小論文
面接

５ ４ － － － １ － －

(50%)

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。

学力検査
面接

２ ７ １ －

－ ２ － －

数学 100

社会 100

理科 100

英語 100

検査時間・配点

配
点

国語 100



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

理科 200

学力検査

英語

【選抜方法】
・調査書と面接、小論文の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに足る能力・適性等
を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定
・小論文の結果
・面接の結果

６ １ － － － ３ － －

普通科 男 200人 (40%)

Ｂ
(1)

【選抜方法】
・調査書と面接、小論文の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに足る能力・適性等
を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・部活動における活動実績及
び入学後の部活動継続の意志
等
・調査書の評定
・小論文の結果
・面接の結果

７ ２ － －

Ａ
(2)

【選抜方法】
・調査書と面接、小論文の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに足る能力・適性等
を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定
・小論文の結果
・面接の結果

面接
小論文

６ １ － － － ３ － －

－ １ － －

数学

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を総合して、
本校の教育を受けるに足る
能力・適性等を判定して選
抜を行う。

検査時間・配点

配
点

国語 100

数学 200

社会 100

１ ９ － －

100

桐生

・学習意欲が旺
盛で、自己の目
標に向かって積
極的に努力する
生徒
・文武両道の実
践に努め、各界
のリーダーとな
りうる資質を備
えた生徒

２ ８ － －

検査時間・配点

・学習意欲が旺
盛で、自己の目
標に向かって積
極的に努力する
生徒
・自然科学への
深い興味と適性
をもち、その学
びを活かして進
路実現を目指す
生徒

理数科 男女 80人 (40%)
面接
小論文

(60%)

(60%)

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を総合して、
本校の教育を受けるに足る
能力・適性等を判定して選
抜を行う。

学力検査

配
点

国語 100

100

社会 100

理科 100

英語 100



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
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検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

桐生南

・基本的生活習
慣が確立してい
て、志願する動
機及び理由が明
確である生徒
・高い目標をも
ち、全力で学習
活動、部活動及
び学校行事等に
取り組める生徒
・広い視野に立
ち、個性を発揮
して自らの人生
を切り拓き、将
来地域及び社会
に貢献する意欲
のある生徒

普通科 男女 160人 (50%)

Ａ
(3)

【選抜方法】
・調査書と小論文、面接の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに足る能力・適性等
を判断して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定
・小論文の結果

小論文
面接

Ｂ
(2)

【選抜方法】
・調査書と小論文、面接の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに足る能力・適性等
を判断して選抜を行う。
【重視する項目等】
・部活動における活動実績や
経験及び入学後の部活動継続
の意志等
・調査書の評定

６ ２ － － － ２ － －

(50%)

５ ３ － － － ２ － －

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判断し
て選抜を行う。

学力検査
面接

２ ７ １ －

検査時間・配点

配
点

国語 100

数学 100

社会 100

理科 100

英語 100

－

検査時間・配点

配
点

国語 100

数学 100

社会 100

理科 100

英語 100

５ ４ － － １ － － －

(50%)

８ １ － － １ － － －

・調査書及び５教科の学力
検査、面接結果等を総合し
て選抜を行う。

学力検査
面接

４ ５ １

桐生西

・基本的生活習
慣を身に付けて
おり、これから
の社会生活に必
要な能力を獲得
する意欲をもつ
生徒
・高校での学習
内容の習得に積
極的に取り組め
る生徒
・部活動、生徒
会活動等に明確
な目標をもち、
継続的に取り組
める生徒

普通科 男女 160人
(50%)

Ａ
(7)

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
を総合して選抜する。
【重視する項目等】
・面接
・調査書
　(特別活動の記録、評定等)
・作文
・部活動への入部、継続の意
思が明確であること。

面接
作文

Ｂ
(3)

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
を総合して選抜する。
【重視する項目等】
・調査書
 （評定、特別活動の記録等）
・面接
・作文



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

桐生
女子

１ －

100

理科 100

－ ２ － －

配
点

100

100

100

100

・基本的な生活
習慣が身に付い
ており、学習や
部活動等に熱意
と意欲をもって
継続的に取り組
める生徒
・自己の能力を
養い、より高い
次元で自己実現
を目指す生徒
・英語や外国の
文化等に興味・
関心があり、将
来国際社会に貢
献したいと願う
生徒

普通科
英語科
（くく
り募
集）

女 200人 (45%)

Ａ
(2)

【選抜方法】
・調査書と面接、小論文検査
の結果等を総合して、本校の
教育を受けるに足る能力・適
性等を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定

桐生
工業

・本校及び当該
学科を志望する
動機及び理由が
明白・適切であ
る生徒
・基本的生活習
慣が確立してい
て、何事にもま
じめに取り組め
る生徒
・希望する分野
の工業技術を学
んで就職や進学
を目指そうとす
る目的意識をも
った生徒

機械科
電気科
建設科
染織デ
ザイン

科

男女
男女
男女
男女

80人
40人
40人
40人

(50%)

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
・受検生全員を対象に、調査
書の評定を重視して選抜を行
い、合格者を決めた後、合格
者以外の受検生を対象に、特
別活動及び部活動等の実績を
重視して合格者を決める。
・第１段階選抜各学科30％
・第２段階選抜各学科20％
【重視する項目等】
・第１段階選抜では、調査書
の評定
・第２段階選抜では、特別活
動及び部活動における活動実
績及び入学後の部活動継続の
意志等

作文
面接

第１
段階

第２
段階

８ １

学力検査
面接

３ ６

検査時間・配点

配
点

国語 100

数学 100

社会

７ １ － －

100

－ － １ － － －

小論文
面接

Ｂ
(1)

【選抜方法】
・調査書と面接、小論文検査
の結果等を総合して、本校の
教育を受けるに足る能力・適
性等を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・部活動等の特別活動におけ
る顕著な活動実績及び入学後
の部活動継続の意志

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。

学力検査

３ ７ － －

検査時間・配点

国語

数学

社会

理科

英語

７ １ － － － ２ － －

(55%)

(50%)

７ ２ － － １ － － －

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。

英語 100



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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学校名
志願してほしい

生徒像
学科等 性別

募集
定員

前期選抜 後期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

【選抜方法】
・調査書と面接、小論文の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに足る能力・適性等
を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定
・小論文の結果

【選抜方法】
・調査書と面接、部活動等の
活動実績、小論文の結果等を
総合して、本校の教育を受け
るに足る能力・適性等を判定
して選抜を行う。
【重視する項目等】
・部活動等における活動実績
と入学後の部活動継続の意志
等

各検査項目等の比重※２

(60%)

７ ２ － － － １ － －

・調査書及び５教科の学力
検査の結果を資料として、
本校の教育を受けるに足る
能力・適性等を判定して選
抜を行う。

６

－

検査時間・配点

100

伊勢崎

・志を持ち、
リーダーとして
の資質を磨こう
とする生徒
・学習活動・部
活動・学校行事
等に意欲的・積
極的に取り組
み、自らを高め
るとともに本校
の活性化に寄与
しようとする生
徒
・地域に根を張
り、世界に目を
向けて、それぞ
れの分野で活躍
しようとする生
徒

普通科
グロー
バルコ
ミュニ
ケー
ション

科
(くく
り募
集)

＊

男女 320人 (40%)

Ａ
(2)

小論文
面接

Ｂ
(1)

８

学力検査

２

－ － ３ － －

(50%)

１ －

数学 100

社会

伊勢崎
清明

・学習活動、部
活動に積極的に
取り組み、将来
社会のリーダー
となりうる資質
をもった生徒
・自己の将来を
しっかりと見据
え、高い目標に
向かって、継続
的な努力のでき
る強い意志を
もった生徒 普通科 男女

配
点

国語 100

1

数学 100

１ ８

240人 (50%)
面接
小論文

100

英語

１

100

100

７ －

理科

配
点

国語 100

・調査書及び５教科の学力
検査、面接の結果等を資料
として、本校の教育を受け
るに足る能力・適性等を総
合的に判定して選抜を行
う。

学力検査
面接

社会 100

理科 100

英語

－ －

検査時間・配点

　＊　海外帰国者特別枠：前期選抜の募集人員中に含める。ただし、８人以内とする。

Ａ
(3)

【選抜方法】
・調査書と面接、小論文の結
果等を資料として、本校の教
育を受けるに足る能力･適性等
を総合的に判定して選抜を行
う。
【重視する項目等】
・調査書の評定
・小論文の結果

４ － － － １ － －

－ － ２ － －

Ｂ
(2)

【選抜方法】
・調査書と面接、小論文の結
果等を資料として、本校の教
育を受けるに足る能力･適性等
を総合的に判定して選抜を行
う。
【重視する項目等】
・部活動における活動実績及
び入学後の部活動継続の意志
等
・調査書の評定、特別活動の
記録
・面接の結果

５



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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50

伊勢崎
興陽

２ － －

学校名
志願してほしい

生徒像
学科等 性別

募集
定員

前期選抜 後期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

学力検査
面接

４ ５ １

・自己の可能性
を信じ、主体的
に学習する習慣
を身に付け、社
会の発展に貢献
しようとする生
徒
・基本的生活習
慣がしっかりし
ており、「思い
やり」や「優し
さ」をもってい
る生徒
・部活動、ボラ
ンティア活動に
自主的かつ意欲
的に取り組め
る、元気ある生
徒

総合
学科

男女 200人 (50%)

Ａ
(7)

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定、特別活動の
記録等
・作文の結果
・面接における意欲･態度等

作文
面接

Ｂ
(3)

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性及び
部活動の活性化の原動力とし
て、３年間活動する意欲等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・入学後の部活動継続の意思
等
・調査書の評定、特別活動の
記録等
・作文の結果
・面接における意欲･態度等

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

６ ２

７ ２

－

検査時間・配点

配
点

国語 100

・調査書及び５教科の学力
検査・面接の結果等を資料
として、本校の教育を受け
るに足る能力・適性等を判
定して選抜を行う。

－ － －

(50%)

－ － １ － － －

数学 100

社会 100

理科 100

英語 100



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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学校名
志願してほしい

生徒像
学科等 性別

募集
定員

前期選抜 後期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

面接
作文

面接
作文

パーソナ
ルプレゼ
ンテー
ション

－ － １

伊勢崎
工業

・「ものづく
り」と工業分野
に興味・関心が
あり、志望する
動機が明確な生
徒
・基本的生活習
慣が身に付いて
おり、思いやり
があり、ルール
を守れ、責任あ
る行動を取れる
生徒
・部活動や資格
取得に積極的に
取り組む生徒

機械科
電子機
械科
電気科
工業化
学科

男女
男女

男女
男女

80人
40人

40人
40人

各検査項目等の比重※２

検査時間・配点

配
点

理科 100

英語 100

６ ２ － － ２ － － －

(50%)

伊勢崎
商業

－ － ２ － － －

(50%)

第２
段階 ５ ３ － － ２ －

(50%)

Ａ
(3)

【選抜方法】
・調査書、個人面接、作文等
から本校の教育を受ける能
力・適正等を総合的に判定し
選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定

Ｂ
(2)

【選抜方法】
・調査書、個人面接、作文、
パーソナルプレゼンテーショ
ン等から本校の教育を受ける
能力・適正等を総合的に判定
し選抜を行う。
【重視する項目等】
・部活動における活動実績及
びパーソナルプレゼンテー
ション

－ ２ －

数学

社会

国語

・調査書、集団面接、５教
科の学力検査結果等を資料
として、本校の教育を受け
る能力・適正等を総合的に
判定し選抜を行う。

学力検査
面接

２

６ １

３

配
点

100

100

100

100

100

６ １ －

検査時間・配点

国語

数学

社会

理科

－ －

－

100

100

100

７ １

・基本的生活習
慣及び基礎的な
学力を有し、学
習・部活動等に
意欲的に取り組
み、自らの進路
の実現に向け、
積極的に努力す
る生徒
・専門科目の学
習や資格取得に
対する関心や意
欲の高い生徒

商業科
会計科
情報処
理科
（くく
り募
集）

男女 280人 (50%)

第１
段階

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
・受検者全員を対象に、調査
書の評定を重視して第１段階
選抜を行い、合格者を決めた
後、合格者以外の受検生を対
象に、部活動等の実績を重視
して第２段階選抜を行い、合
格者を決める。
・第１段階選抜25%
・第２段階選抜25%
【重視する項目等】
・第１段階選抜では、調査書
の評定
・第２段階選抜では、部活動
における活動実績及び入学後
の部活動継続の意志等

作文
面接

英語

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。

学力検査
面接

７ １



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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学校名
志願してほしい

生徒像
学科等 性別

募集
定員

前期選抜 後期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

－

検査時間・配点

配
点

国語 150

数学 150太田

・将来に対する
しっかりとした
目標をもち、学
習活動及び部活
動に積極的に参
加して高校生ら
しい生活を送
り、社会の有為
な形成者となり
得る生徒

普通科 男 280人 (30%)

Ａ
(2)

【選抜方法】
・調査書と面接、総合問題の
結果等を総合して、本校の教
育を受けるに足る能力・適性
等を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定
・総合問題の結果

総合問題
面接

－ － － ２

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。

学力検査

２

(60%)

５ １ － －

Ｂ
(1)

【選抜方法】
・調査書と面接、総合問題の
結果等を総合して、本校の教
育を受けるに足る能力・適性
等を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・部活動における活動実績及
び入学後の部活動での活動意
志等
・調査書の評定
・総合問題の結果

８ １ － － － １ － －

８ －

７ １ － －

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。

学力検査

３ ７ －

社会 100

理科 100

英語 150

－

－ － － ４

(70%)

太田東

・学習活動及び
部活動の双方に
積極的に取り組
むとともに、明
確な進路目標を
もち、その実現
に向けて粘り強
く努力できる強
い自律心を備え
た生徒

普通科 男女 280人 (40%)

Ａ
(3)

【選抜方法】
・調査書と面接、小論文の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに足る能力・適性等
を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定
・小論文の結果

面接
小論文

Ｂ
(2)

【選抜方法】
・調査書と面接、小論文の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに足る能力・適性等
を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・部活動等における活動実績
及び入学後の部活動継続の意
志等
・調査書の評定
・小論文の結果

検査時間・配点

配
点

国語 150

数学 150

社会 100

理科 100

英語 150

７ １ － － － ２ － －



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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生徒像
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募集
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前期選抜 後期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

－ － － １ － －

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。

学力検査

２

太田
女子

・リーダーシッ
プを発揮し、学
校生活に全力で
取り組む生徒
・自己実現に向
けて粘り強く取
り組む生徒

普通科 女 280人 (40%)

Ａ
(7)

【選抜方法】
・調査書と面接、小論文の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに足る能力・適性等
を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定、特別活動の
記録等

面接
小論文

Ｂ
(3)

【選抜方法】
・調査書と面接、小論文の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに足る能力・適性等
を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・運動部活動における活動実
績及び入学後の部活動継続の
意志等
・調査書の評定、特別活動の
記録等

８ １ － －

８ － －

検査時間・配点

配
点

国語 150

数学 150

社会 100

理科 100

英語 150

７ ２ － － １ － － － (50%)

－ １ － －

(60%)

８ １

・調査書、面接及び学力検
査の結果等を総合して、本
校の教育を受けるに足る能
力・適性等を判定して選抜
を行う。

学力検査
面接

３ ６ １ －

検査時間・配点

配
点

国語 100

数学 100

社会 100

理科 100

英語 100

新田暁

・ 基本的生活
習慣が確立して
いて、学習活動
にまじめに取り
組む生徒
・自己実現に向
けて、進路を明
確にしようとす
る生徒
・自己の得意分
野を積極的に伸
ばそうとする生
徒
・部活動に積極
的に取り組み、
他と協調して学
校生活を送るこ
とができる生徒

総合
学科

男女 160人 (50%)

【選抜方法】
・調査書、面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定、特別活動の
記録等
・面接における態度等
・作文の結果

面接
作文



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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男女

120人

80人

後期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

Ａ
(3)

面接
作文

Ｂ
(2)

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定
・部活動における活動実績及
び入学後の部活動継続の意思
等

学校名
志願してほしい

生徒像
学科等 性別

募集
定員

前期選抜

７ ２ － － １ － － －

(50%)
太田
工業

・ものづくりが
好きで、工業に
興味・関心があ
り、学習意欲の
ある生徒
・部活動に積極
的に参加する意
欲のある生徒
・基本的生活習
慣が身に付いて
おり、素直でま
じめな生徒

機械科
電子機
械科
（機械
系くく
り募
集）
電気科
情報技
術科
（電気
情報系
くくり
募集）

５ １ －

検査時間・配点

配
点

国語 100

数学 100

社会 100

理科 100

英語 100

(50%)

６ ３ － － １ － － －

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。

学力検査
面接

４



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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50
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時
間

50

60

50

50
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・高い理想と将
来の目標をも
ち、それらの実
現のために継続
的な努力のでき
る生徒
・学習に加え部
活動や学校行事
等にも積極的に
取り組み、高い
学力の他、広い
視野と能力を伸
ばそうとする生
徒
・基本的な生活
習慣と学習習慣
を身に付けてい
る生徒
・更に数理科学
コースでは、数
学や理科に興
味・関心をも
ち、その分野の
学習に意欲のあ
る生徒

100

英語 150

沼田

普通科 男 160人

第２
段階

７ １ － － ２ －

学校名
志願してほしい

生徒像
学科等 性別

募集
定員

前期選抜 後期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

(35%)

第１
段階

作文
面接

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性を判
定して選抜を行う。
・受検者全員を対象に、調査
書の評定を重視して第１段階
選抜を行い合格者を決め、そ
の後、合格者以外の受検生を
対象に運動部活動等における
活動実績及び入学後の部活動
継続の意志等を加味した第２
段階選抜を行い合格者を決め
る。
・第１段階選抜　25％
・第２段階選抜　10％
【重視する項目等】
・第１段階選抜では調査書の
評定等
・第２段階選抜では運動部活
動等における活動実績及び入
学後の部活動継続の意志等

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を総合して、
本校の教育を受けるに足る
能力・適性等を判定して選
抜を行う。

学力検査

２

普通科
数理科
学コー

ス
男 40人 (35%)

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性を判
定して選抜を行う。
・受検者全員を対象に、調査
書の評定等を重視して選抜を
行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定等

作文
面接 ７ － －１ － － ２ －

２ ８ － －

検査時間・配点

配
点

国語 100

数学 150

社会 100

(65%)

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を総合して、
本校の教育を受けるに足る
能力・適性等を判定して選
抜を行う。

学力検査

理科

－ －

(65%)

８ １ － － １ － － －

８ － －

検査時間・配点

配
点

国語 100

数学 150

社会 100

理科 100

英語 150



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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学校名
志願してほしい

生徒像
学科等 性別

募集
定員

前期選抜 後期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

１ － － － ２ － － (50%)

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。

学力検査

１

英語

数学

－ －

(50%)

７ ２ － － － １ － －

７

７ １ －

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。

学力検査

９ － －

検査時間・配点

配
点

国語 100

－ － ２

200

沼田
女子

・「高い志」を
もち、チャレン
ジ精神に富んで
いる生徒
・「目的意識」
をしっかりもっ
ている生徒
・「学習」と
「部活動」の両
立を図ろうと努
力する生徒
・「品位」ある
生活態度を身に
付けている生徒

普通科
普通
コース

女 120人 (50%)

Ａ
（5）

【選抜方法】
・調査書と面接、小論文の結
果等を総合して本校の教育を
受けるに足る能力・適正等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定、特別活動の
記録、出欠の記録等
・小論文の結果

小論文
面接

Ｂ
（1）

【選抜方法】
・調査書と面接、小論文の結
果等を総合して本校の教育を
受けるに足る能力・適正等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・部活動における活動実績及
び入学後の部活動継続の意
志。

小論文
面接

普通科
英数
コース

女 40人 (50%)

【選抜方法】
・調査書と面接、小論文の結
果等を総合して本校の教育を
受けるに足る能力・適正等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定、特別活動の
記録、出欠の記録等
・小論文の結果

小論文
面接

社会 100

理科 100

英語 200

２ ８ － －

検査時間・配点

配
点

国語 100

数学 100

社会 100

理科 100

100



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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学校名
志願してほしい

生徒像
学科等 性別

募集
定員

前期選抜 後期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

－

Ｂ
（１）

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定、特別活動の
記録
・部活動等の実績と入学後も
継続しようとする意思等

７ ２ － － １ － － －

館林

・上級学校への
進学を目指し、
学習活動及び部
活動等に意欲的
に取り組み、自
分の道は自分で
切り拓こうとす
る生徒

普通科 男 240人 (50%)

Ａ
（２）

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定
・本校での諸活動に対する関
心・意欲等

面接
作文

８ １ － － １ －

利根
実業

・豊かな人間性
を備え、基本的
生活習慣が確立
していて、各
科、各コースの
専門的技術を習
得し、将来その
道のスペシャリ
ストとして活躍
しようとする夢
をもっている生
徒
・豊かな人間性
を備え、基本的
生活習慣が確立
していて、部活
動、学校行事、
ボランティア活
動等に熱心に取
り組めて社会に
貢献できる生徒

生物生
産科
グリー
ンライ
フ科
（農業
系くく
り募
集）
機械シ
ステム

科
環境技
術科
（工業
系くく
り募
集）

男女

男女

80人

80人

100

２ － － －
Ａ

（4）

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判断して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書
・面接検査結果及び作文検査
結果等

２ － －

－

４ ４ ２ －

検査時間・配点

配
点

国語 100

数学 100

社会 100

理科 100

６

(50%)
面接
作文

(50%)

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判断し
て選抜を行う。

学力検査
面接

Ｂ
（1）

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判断して選抜を行う。
【重視する項目等】
・部活動等における活動実績
及び入学後の部活動継続の意
思等。
・調査書の特別活動の記録及
び評定
・面接検査結果

５ ４ － － １ － － －

英語

(50%)

国語 100

数学 100

社会 100

理科 100

英語 100

学力検査

１ ９ － －

検査時間・配点

配
点

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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8 － －

検査時間・配点

－ －

数学

前期選抜 後期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
定員

渋川

・向上心に富
み、学習活動や
特別活動に積極
的に取り組む生
徒
・将来に対する
しっかりとした
進路目標をも
ち、それに向
かって主体的に
努力する生徒
・豊かな人間性
を備え、社会に
貢献しようとす
る意欲の高い生
徒

普通科 男 200人 (35%)

第１
段階

第２
段階

2 8 － －

検査時間・配点

配
点

Ｂ
(1)

【選抜方法】
・調査書と面接、小論文の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに足る能力・適性等
を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・部活動における活動実績及
び入学後の部活動継続の意志
等
・調査書の評定
・小論文の結果
・面接における志願理由の明
確さ及び高校生活への強い意
欲等

７ ２ － － － １ － －

英語 100

国語

館林
女子

・自分の将来に
ついて明確な目
標をもち、その
実現に向け、学
習に意欲的に取
り組むことので
きる生徒
・基本的な生活
習慣が身に付い
ており、特別活
動、課外活動
（部活動等）な
どに積極的に取
り組むことので
きる生徒
・しっかりとし
た考えをもち、
集団の中で、他
を尊重しながら
自分のよさを発
揮することので
きる生徒

普通科
普通科
英語
コース

女

女

200人

40人
(50%)

Ａ
(3)

【選抜方法】
・調査書と面接、小論文の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに足る能力・適性等
を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定
・小論文の結果
・面接における志願理由の明
確さ等

面接
小論文

８ １ － － － １ － －

学校名
志願してほしい

生徒像
学科等 性別

100

社会 100

理科 100

(50%)

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。

学力検査

100

国語 100

数学 100

社会 100

理科 100

英語 100

【選抜方法】
・調査書と面接、小論文の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに足る能力・適性等
を判定して選抜を行う。
・受検者全員を対象に、調査
書の評定を重視して第１段階
選抜を行い、合格者を決めた
後、合格者以外の受検生を対
象に、部活動等の実績を重視
して第２段階選抜を行い、合
格者を決める。
・第１段階選抜28%
・第２段階選抜 7%
【重視する項目等】
・第１段階選抜では、調査書
の評定
・第２段階選抜では、部活動
における活動実績等

小論文
面接

６ １ － － － ３ － －

(65%)

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。

学力検査

2

配
点

８ １ － － － １



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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50
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50

50

50
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選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

２ － － １ － － －

２ －

学校名 学科等 性別
募集
定員

後期選抜

募集
人員
(%)

(65%)

・調査書及び５教科の学力
検査の結果を資料として、
本校の教育を受けるに足る
能力・適性等を判定して選
抜を行う。

第２
段階 ６ １ － － － ３ － －

渋川
青翠

・基本的生活習
慣が確立してい
て、自分の夢を
実現するための
主体的な学習意
欲のある生徒
・学習活動、部
活動等に積極的
に取り組み、他
と協調して学校
生活を送ること
ができる生徒

総合
学科

男女 200人 (50%)

第１
段階

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
・受検者全員を対象に、調査
書の評定を重視して第１段階
選抜を行い、合格者を決めた
後、合格者以外の受検生を対
象に、部活動等の実績を重視
して第２段階選抜を行い、合
格者を決める。
・第１段階選抜35%
・第２段階選抜15%
【重視する項目等】
・第１段階選抜では、調査書
の評定
・第２段階選抜では、部活動
等における活動実績及び入学
後の部活動継続の意志等

作文
面接

６ ２ － － － －

(50%)

・調査書と面接、５教科の
学力検査の結果等を資料と
して、本校の教育を受ける
に足る能力・適性等を判定
して選抜を行う。

第２
段階 ７

渋川
女子

・基本的な生
活・学習習慣が
身に付いてお
り、主体的に学
ぶ意欲のある生
徒
・誰とでも協力
しあってＨＲ活
動や生徒会活
動、部活動など
に取り組む生徒
・ボランティア
活動や地域社会
の諸活動に積極
的に参加する生
徒
・自然や環境な
どに関心をも
ち、身近なとこ
ろから行動でき
る生徒

普通科 女 200人 (35%)

第１
段階

【選抜方法】
・調査書と面接、小論文の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに足る能力・適性等
を判定して選抜を行う。
・受検者全員を対象に、調査
書の評定を重視して第１段階
選抜を行い、合格者を決めた
後、合格者以外の受検生を対
象に、調査書の評定に加え
て、特記事項等（部活動等）
を重視して第２段階選抜を行
い、合格者を決める。
・第１段階選抜25％
・第２段階選抜10％
【重視する項目等】
・第１段階選抜では、調査書
の評定
・第２段階選抜では、調査書
の評定及び部活動における活
動実績等

小論文
面接

５ ２ － － － ３ － －

前期選抜

志願してほしい
生徒像

国語 100

数学 100

社会 100

理科 100

英語 100

学力検査

２ ８ － －

検査時間・配点

配
点

学力検査
面接

国語 100

数学 100

社会 100

理科 100

英語 100

３ ６ １ －

検査時間・配点

配
点



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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・調査書及び５教科の学力
検査の結果、面接等を資料
として、本校の教育を受け
るに足る能力・適性等を判
定して選抜を行う。

学力検査
面接

３ ６ １ －

検査時間・配点

100

－ － － ２

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

配
点

Ｂ
（1）

【選抜方法】
・調査書と面接、小論文の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに足る能力・適性等
を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・部活動等における活動実績
及び入学後の部活動継続の意
志等
・調査書の評定等
・小論文の結果、面接の結果

８ １ － － － １ － －

国語 100

数学 100

社会 100

理科 100

英語

作文
面接

７ ２ － － １ － － －

Ｂ
(1)

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定、特別活動の
記録等
・部活動における活動実績及
び入学後の部活動継続の意志
等

７ ２ － － １ －

学校名
志願してほしい

生徒像
学科等 性別

募集
定員

前期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

学力検査
面接

３ ５ ２

検査時間・配点

配
点

－

後期選抜

国語 100

数学 100

社会 100

理科 100

英語 100

－ －

(50%)

・調査書及び５教科の学力
検査の結果、面接の結果等
を資料として、本校該当学
科の教育を受けるに足る能
力・適正等を判定して選抜
を行う。

藤岡
中央

・高い向上心と
目標をもち、主
体的に問題解決
に向けて努力す
る生徒
・部活動やボラ
ンティア活動等
積極的に取り組
む生徒
・進路実現に積
極的に取り組む
生徒
・自然科学への
興味・関心が高
い生徒

普通科
理数科
（くく
り募
集）

男女 240人 (50%)

Ａ
（1）

【選抜方法】
・調査書と面接、小論文の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに足る能力・適性等
を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定等
・小論文の結果
・面接の結果

小論文
面接

７ １ － －

渋川
工業

・ものづくりを
通して、学ぶこ
とに喜びを見い
だせる生徒
・社会に貢献す
るために、工業
を学ぶ意志のあ
る生徒
・基本的生活習
慣を身に付けて
いて、責任ある
行動のとれる生
徒
・部活動や資格
取得等に積極的
に取り組める生
徒

機械科
自動車

科
電気科
情報ｼｽ
ﾃﾑ科

男女
男女

男女
男女

40人
40人

40人
40人

(50%)

Ａ
(5)

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定、出欠の記録
等
・専門科目の学習や資格取得
に対する関心・意欲等
・面接の態度等

(50%)



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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学科等 性別
募集
定員

前期選抜 後期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

120人 (50%)

Ａ
(5)

【選抜方法】
・調査書、面接及び作文の結
果等を総合して、本校の生徒
として教育を受けるに足る能
力・適性等を判定して選抜を
行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定、特別活動の
記録等
・面接の結果
・作文の結果

面接
作文

６ ３ － － １ － － －

Ｂ
(1)

【選抜方法】
・調査書、面接及び作文の結
果等を総合して、本校の生徒
として教育を受けるに足る能
力・適性等を判定して選抜を
行う。
【重視する項目等】
・部活動における活動実績及
び入学後の部活動継続の意思
等
・調査書の評定、特別活動の
記録等
・面接の結果
・作文の結果

６ ３ － － １ － － －

国語

・調査書及び５教科の学力
検査、面接の結果等を資料
として、本校の教育を受け
るに足る能力・適性等を判
定して選抜を行う。

学力検査
面接

国語

２ － － １ － － －

(50%)

－ －

藤岡北

・基本的生活習
慣や基礎学力が
身に付いている
生徒
・専門学習に対
する興味・関心
をもち、学習や
特別活動に熱心
に取り組む生徒
・自分の将来を
見つめ、積極的
に自己開拓しよ
うとする意欲の
ある生徒

生物生
産科
環境土
木科

ヒューマ
ン・サー

ビス科
(くく
り募
集)

男女

学校名
志願してほしい

生徒像

１ － － －

(50%)

７

100

数学 100

社会 100

理科 100

英語 100

・調査書及び５教科の学力
検査、面接の結果等を総合
して、本校の生徒として教
育を受けるに足る能力・適
性等を判定して選抜を行
う。

学力検査
面接

４ ５ １ －

検査時間・配点

配
点

100

数学 100

社会 100

理科 100

藤岡
工業

・工業を学ぼう
とする意欲があ
り、ものづくり
や資格取得等に
積極的に取り組
める生徒
・部活動に継続
して取り組み、
心身を鍛え自己
実現を目指す生
徒
・基本的な生活
習慣を身に付け
学校生活をしっ
かり送れる生徒

機械科
電子機
械科
電気科
(くく
り募
集)

男女 120人 (50%)

第１
段階

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
・受検者全員を対象に、調査
書、面接、作文の結果等を重
視して第１段階選抜を行い、
合格者を決めた後、合格者以
外の受検生を対象に、部活動
等の実績を重視して第２段階
選抜を行い、合格者を決め
る。
・第１段階選抜35％
・第２段階選抜15％
【重視する項目等】
・第１段階選抜では、調査
書、面接、作文等
・第２段階選抜では、第１段

作文
面接

４ ５ １ －

検査時間・配点

配
点

第２
段階 ８ １



50英語 100

階選抜の項目に加え、部活動
における活動実績及び入学後
の部活動継続の意志等



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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(50%)

－

・調査書及び５教科の学力
検査と面接の結果を資料と
して、本校の教育を受ける
に足る能力、適性等を判定
して選抜を行う。

学力検査
面接

2 7

第２
段階 ７ １ － － － ２ － －

－

富岡東

・学習意欲が旺
盛であり、本校
の学校目標であ
る「学力向上」
を実現できる生
徒
・基本的生活習
慣が確立してい
て、本校の学校
目標である「自
主自立」を実行
できる生徒
・人間性に優れ
ていて、本校の
学校目標である
「人品雅致(ひ
とがらすぐれふ
ぜいあり)」を
実践できる生徒

普通科 女 120人 (50%)

第１
段階

【選抜方法】
・調査書と面接、小論文の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに足る能力・適性等
を判定して選抜を行う。
・第１段階選抜－全受検者を
対象に、調査書の評定を重視
して合格者を決める。
・第２段階選抜－第１段階選
抜合格者以外の全受検者を対
象に、調査書の評定を重視し
て選抜を行う。その際、部活
動等で顕著な実績をあげ、入
学後も部活動を継続する強い
意志がある者に対しては、部
活動等の実績を考慮して合格
者を決める。
・第１段階選抜35%
・第２段階選抜15%
【重視する項目等】
・第１段階選抜では、調査書
の評定、小論文の結果
・第２段階選抜では、調査書
の評定、部活動継続の意志及
び実績、小論文の結果

小論文
面接

６ ２ － － － ２ － －

富岡

・基本的な生活
習慣が身に付い
ていて、学習意
欲が旺盛な生徒
・本校の校訓で
ある「質実剛
健・文武両道・
自主自立」を達
成するために努
力を惜しまない
生徒
・自分の目標達
成に向けて精進
する強い意志を
持つ生徒

普通科 男 160人 (50%)

Ａ
（3）

【選抜方法】
調査書と面接、小論文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力、適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定
・小論文の結果

面接
小論文

７ １ － － ２ － －

Ｂ
（1）

【選抜方法】
調査書と面接、小論文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力、適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定
・小論文の結果
・部活動における活動実績及
び入学後の部活動継続の意志
等

５ ３ － － － ２ －

学校名 募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

志願してほしい
生徒像

学科等 性別
募集
定員

前期選抜 後期選抜

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

検査時間・配点

配
点

２ ８

国語 100

数学 100

社会 100

理科 100

英語 100

1 －

検査時間・配点

配
点

－ －

国語 100

数学 100

社会 100

理科 100

英語 100

(50%)

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。

学力検査



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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ン

総
合
問
題

調
 

査
 

書

学
力
検
査

面
 

接
 

等

実
技
検
査

時
間

50

50

50

50

50

Ａ ３ ３ ４ ―

Ｂ １ ５ ４ ―

時
間

配
点
Ａ

配
点
Ｂ

45 100 100

45 100 100

45 100 100

45 100 100

45 100 100

(50%)

・調査書及び５教科の学力
検査・面接結果を総合し
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判断し
て選抜を行う。
・受検者全員を「Ａの選抜
方法」で判定し合格者を決
めた後、合格者以外の受検
者全員を「Ｂの選抜方法」
で判定して残りの合格者を
決める。
・Ａの選抜方法40%
・Ｂの選抜方法10%

学力検査
面接

(2回実施)

検査時間・配点

(50%)

【選抜方法】
・調査書等と面接、作文の結
果を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判断して選抜を行う。
【重視する項目等】
・面接の内容及び態度等
・調査書の評定、特別活動の
記録等

作文
面接

(2回実施)
５ ４ － － １ － －

(50%)

２ ７ １ －

(50%)

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定、特別活動の
記録、出欠の記録等
・部活動や生徒会活動への意
欲
・作文の結果
・面接の結果
・志望理由
・専門科目の学習や資格取得
に対する関心・意欲等

作文
面接 ６ ３ － － １ －

松井田

・本校を志願す
る動機及び理由
が明確で、高校
生活に目標を
もってまじめに
取り組むことが
できる生徒

普通科 男女 80人 －

－ －

学校名
志願してほしい

生徒像
学科等 性別

富岡
実業

・動植物の飼
育・栽培・活
用、食品の製
造・開発、もの
づくりに興味・
関心をもち、専
門的な知識・技
術の習得に意欲
的に取り組める
生徒
・基本的生活習
慣が確立してい
て、他者と協調
して学校生活を
送ることができ
る生徒
・将来の目標を
設定し、学習活
動・部活動等に
積極的に取り組
み、魅力ある学
校づくりと地域
産業の発展に貢
献できる生徒

生物生
産科
地域産
業科
電子機
械科
（くく
り募
集）

男女 120人

募集
定員

前期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

国語 100

100

社会 100

理科 100

英語 100

・調査書と５教科の学力検
査、面接の結果等を資料と
して、本校の教育を受ける
に足る能力・適性等を判定
して選抜を行う。

学力検査
面接

数学

検査時間・配点

配
点

後期選抜

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

国語

数学

社会

理科

英語



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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等

実
技
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査

時
間

50

50

50

50

50

時
間

50

50

50

50

50

後期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

第２
段階 ５ ４ － － １ － － －

－ (50%)

国語 100

数学 100

社会 100

理科 100

英語 100

・調査書、５教科の学力検
査及び面接の結果等を資料
として、本校の教育を受け
るに足る能力・適性等を判
定して選抜を行う。

学力検査
面接

２ ６ ２ －

配
点

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。

学力検査
面接

国語 100

数学 100

社会 100

総合
学科

男女 240人 (50%)

第１
段階

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
・受検者全員を対象に、調査
書等を重視して第１段階選抜
を行い、合格者を決めた後、
合格者以外の受検生を対象
に、部活動の意欲等を重視し
て第２段階選抜を行い、合格
者を決める。
・第１段階選抜35%
・第２段階選抜15%
【重視する項目等】
・第１段階選抜では、調査書
の評定・出欠の記録・行動の
記録、面接における態度等
・第２段階選抜では、部活動
の意欲及び実績、面接におけ
る態度等

作文
面接

６ ３ － － １ － －

学校名
志願してほしい

生徒像
学科等 性別

募集
定員

前期選抜

－

理科 100

英語 100

２ ７

検査時間・配点

１ －

検査時間・配点

配
点

大間々

・高校生活の目
標がしっかりし
ていて、その目
標達成に向かっ
て、継続的な努
力ができる強い
意志をもった生
徒
・基本的な生活
習慣が身に付
き、学習・部活
動に積極的に取
り組むことがで
き、最後まであ
きらめずに頑張
れる生徒

普通科 男女 120人 (50%)

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定、特別活動の
記録、出欠の記録等
・学習に取り組む意欲
・部活動や生徒会活動への意
欲等

作文
面接

(50%)

７ ２ － － １ －

安中総
合学園

・基本的生活習
慣が身に付いて
いるまじめな生
徒
・系列での専門
学習に対する興
味・関心が高い
生徒
・部活動に積極
的に取り組める
生徒

－



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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技
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査

時
間

50

50

50

50

50

学校名
志願してほしい

生徒像
学科等 性別

募集
定員

前期選抜 後期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

下仁田 － ２ － － －

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。

学力検査
面接

４ ４ ２ －

検査時間・配点

(50%)

・基本的な生活
習慣が身に付い
ている生徒
・学習活動に真
面目にひたむき
に取り組む生徒
・自主的、かつ
積極的に物事に
取り組む生徒
・高校生活に目
標をもって臨む
生徒

普通科 男女 64人 (50%)

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・面接における意欲態度等
・調査書の評定等
・作文の結果

作文
面接 ４ ４ －

配
点

国語 100

数学 100

社会 100

理科 100

英語 100



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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50
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80人

40人

学校名
志願してほしい

生徒像
学科等 性別

・動物や植物が
好きで、動植物
とのふれあいを
通して、自己の
力を伸ばしたい
生徒
・環境や食文化
に興味・関心が
高く、体験的な
学習に積極的に
取り組む生徒
・部活動、資格
取得等に意欲的
に取り組む生徒

生物生
産科

男女

配
点

Ｂ
(1)

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・部活動等における活動実績
及び入学後の部活動継続の意
志等
・調査書の評定等
・面接の結果 ５ ４ －

40人

募集
定員

前期選抜 後期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

(50%)

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。

・環境問題に関
心があり、将来
農業土木技術者
を目指す生徒
・上級学校への
進学を目指す生
徒
・ものづくりの
技能やデザイン
技術等の基礎を
身に付けたい生
徒
・部活動、資格
取得に意欲的に
取り組む生徒

環境工
学科

男女

(50%)

Ａ
(4)

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定等
・面接の結果

面接
作文

６ ３ － － １ － － －

－ １ － － －

中之条

・基礎学力・基
本的生活習慣を
身に付けている
生徒
・上級学校への
進学を目指す生
徒
・部活動や各種
検定に意欲的に
取り組む生徒

普通科 男女

100

数学 100

６ １ －

国語

社会 100

理科 100

英語 100

学力検査
面接

３

検査時間・配点



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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学校名
志願してほしい

生徒像
学科等 性別

募集
定員

前期選抜 後期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

吾妻

・自己の目標を
明確にもち、そ
の実現に向けて
日々最大限の努
力を継続するこ
とのできる、ま
じめで粘り強い
生徒
・常に他者を思
いやる心をも
ち、福祉やボラ
ンティア活動を
通して社会に貢
献しようという
意思のある生徒

普通科
福祉科

女
女

80人
40人

(50%)

Ａ
(1)

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定
・作文、面接

作文
面接

７ １ － － ２ － － －

Ｂ
(1)

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・部活動における活動実績及
び入学後の部活動継続の意思
等
・調査書の評定
・作文、面接

８ １ － － １ － － －

３ ５ ２ －

検査時間・配点

配
点

(50%)

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。

学力検査
面接

２ ７

(50%)

・調査書及び５教科の学力
検査の結果、面接の結果等
を総合して選抜を行う。

学力検査
面接

理科 100

英語 100

長野原

・まじめに学習
できる生徒
・ルールとマナ
ーを守れる生徒
・進路を真剣に
考えている生徒

普通科 男女 64人 (50%)

【選抜方法】
・調査書と作文･面接の結果等
を総合して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定、出欠の記
録、特別活動等の記録等
・高校生活への意欲等
・面接における態度等

面接
作文 ５ ３ － － ２ － － － 100

数学 100

国語

100

数学 100

社会 100

社会 100

理科 100

英語 100

－

検査時間・配点

配
点

１

国語



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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前期選抜 後期選抜

学校名
志願してほしい

生徒像
学科等 性別

玉村

・基本的生活習
慣を身に付け、
規則正しい生活
を送ることがで
きる生徒
・学習に意欲を
もって取り組む
ことができる生
徒
・部活動、生徒
会活動、ボラン
ティア活動等
に、意欲をもっ
て取り組むこと
ができる生徒

普通科 男女 80人 (50%)

－ － １ － － －

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定、特別活動の
記録、出欠の記録等
・本校を志望する強い意志
・部活動や生徒会活動への意
欲
・学習を継続する意思等

作文
面接 ５ ３ － － ２ － － － 100

100

－

板倉

・本校への志願
理由が明確で、
高校生活におい
て自ら考え、自
ら学び、進路等
を主体的に選択
できる能力や意
欲をもった生徒
・熱意と意欲で
自分の可能性を
自ら開拓できる
生徒
・他を思いやり
誰からも信頼さ
れ、心と身体の
調和した穏やか
な生徒

普通科 男女 80人 (50%) (50%)

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。

学力検査
面接

２ ７

(50%)

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。

学力検査
面接

数学

検査時間・配点

配
点

１

社会 100

理科 100

英語 100

２ ７ １ －

検査時間・配点

配
点

Ｂ
(1)

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・中学校時代の部活動等にお
ける活動実績及び入学後の部
活動継続の意志等
・調査書の評定、特別活動の
記録、出欠の記録等

６ ３ － － １ － － －

社会 100

理科 100

英語 100

Ａ
(4)

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定、特別活動の
記録、出欠の記録等
・面接における態度等

作文
面接

７ ２

国語 100

数学 100

募集
定員

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

国語



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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学校名
志願してほしい

生徒像
学科等 性別

募集
定員

前期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

100

(50%)

・５教科の学力検査の結
果、調査書の学習の記録、
面接の結果を総合して、本
校の教育を受けるに足る能
力・適性等を判定して選抜
を行う。

学力検査
面接

社会 100

国語 100

３ ６ １ －

検査時間・配点

配
点

館林
商工

・基本的生活習
慣が身に付いて
おり、ルールを
しっかり守れる
生徒
・目的意識が明
確で、やる気の
ある生徒
・工業系・商業
系に対する興
味・関心をも
ち、勉学意欲旺
盛な生徒
・課外活動に意
欲的な生徒

生産シ
ステム

科
建築科
(工業
系くく
り募
集)

男女 80人 (50%)

Ａ
(3)

【選抜方法】
・調査書、面接等や作文の結
果を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の学習の記録、特別
活動の記録等
・専門科目の学習や資格取得
に対する関心・意欲等

作文
面接

８ １ － － １ － － －

国語 100

数学 100

100

英語 100

３ ６ １ －

検査時間・配点

配
点

総合ビ
ジネス

科
情報ビ
ジネス

科
(商業
系くく
り募
集)

男女 120人 (50%)

Ａ
(3)

【選抜方法】
・調査書、面接等や作文の結
果を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の学習の記録、特別
活動の記録等
・専門科目の学習や資格取得
に対する関心・意欲等

作文
面接

Ｂ
(2)

【選抜方法】
・調査書、面接等や作文の結
果を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の学習の記録、特別
活動の記録、面接等
・入学後の部活動継続の意志
及びその理由等

７ ２ － － １ － － －

８ １ － － １ － － －

(50%)

・５教科の学力検査の結
果、調査書の学習の記録、
面接の結果を総合して、本
校の教育を受けるに足る能
力・適性等を判定して選抜
を行う。

学力検査
面接

数学

Ｂ
(2)

【選抜方法】
・調査書、面接等や作文の結
果を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の学習の記録、特別
活動の記録、面接等
・入学後の部活動継続の意志
及びその理由等

７ ２ － － １ － － －

英語 100

理科 100

100

社会

理科



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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学校名
志願してほしい

生徒像
学科等 性別

募集
定員

前期選抜 後期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

検査時間・配点

・本校教育目標
の「明るく・強
く・美しく」を
実践・創造でき
る生徒
・自分の目標に
向けて、粘り強
く努力する生徒
・芸術科の教育
を受けるにふさ
わしい資質をも
ち、専門的な学
習をとおして、
将来その方向に
進む意欲のある

芸術科

音楽
コース
美術
コース

男女

男女

20人

20人

(100％)

【選抜方法】
・調査書と面接、作文及び実
技検査の結果を総合して、本
校の教育を受けるに足る能
力・適性等を判定して選抜を
行う。
【重視する項目等】
・実技検査の結果
・調査書の評定、特別活動の
記録等
・作文の結果
・面接における態度等

作文
面接

実技検査 ４ － (0％)

－ ４ １ － － － (0％)

国語

数学
西邑楽

・本校教育目標
の「明るく・強
く・美しく」を
実践・創造でき
る生徒
・自分の目標に
向けて、粘り強
く努力する生徒
・基礎・基本を
しっかり学習
し、さらに発展
的・応用的な学
力を身に付けよ
うとする生徒
・進路意識が高
く、自主的な活
動ができる生徒

普通科 男女 160人 (50%)

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定、特別活動の
記録等
・作文の結果
・面接における態度等

作文
面接 ７ 1 － － 2 － －

１ － ４ １ － －

検査時間・配点
配
点

－

２ ７ １

・本校教育目標
の「明るく・強
く・美しく」を
実践・創造でき
る生徒
・自分の目標に
向けて、粘り強
く努力する生徒
・スポーツ科の
教育を受けるに
ふさわしい資質
をもち、専門的
な学習をとおし
て、将来その方
向に進む意欲の
ある生徒

スポー
ツ科

男女 40人 (100％)

【選抜方法】
・調査書と面接、作文及び実
技検査の結果を総合して、本
校の教育を受けるに足る能
力・適性等を判定して選抜を
行う。
【重視する項目等】
・実技検査の結果
・調査書の評定、特別活動の
記録等
・作文の結果
・面接における態度等

作文
面接

実技検査 ４ １

100

数学 100

社会 100

理科 100

英語 100

(50%)

・調査書及び５教科の学力
検査の結果を資料として、
本校の教育を受けるに足る
能力・適性等を判定して選
抜を行う。

学力検査
面接

－

検査時間・配点
配
点

配
点

社会

理科

英語

国語

数学

社会

理科

国語



生徒
英語



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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前期選抜 後期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

４ － － １ － － －

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・部活動における活動実績及
び入学後の部活動継続の意志
等。
・調査書の評定、特別活動の
記録、出欠の記録
・面接の結果
・作文の結果等

５

大泉

・学校生活にお
ける目標をしっ
かりもち、意欲
的に授業や実
験・実習に取り
組める生徒
・勤労を尊び、
高い規範意識を
もち、他と協調
して学校生活を
送ることができ
る生徒
・部活動に積極
的に参加して、
３年間熱心に取
り組める生徒
・普通科では、
進路実現への意
識が高く、目標
をもって学習に
取り組める生徒
・生物生産科で
は、植物の栽培
や生産加工、造
園に興味・関心
をもち、実験や
実習を好み、関
連産業への就職
や進学を目指す
生徒
・ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ
科では、ﾊﾞｲｵﾃｸ
ﾉﾛｼﾞｰに関する
研究活動に興
味・関心をも
ち、実験や実習
を好み、大学進
学、関連産業へ
の就職を目指す
生徒
・食品科学科で
は、食に関心を
もち食品の製造
実習や実験を好
み、関連産業へ
の就職や進学を
目指す生徒

普通科
生物生
産科
ﾊﾞｲｵﾃｸ
ﾉﾛｼﾞｰ
科

食品科
学科

男女
男女

男女

男女

40人
40人

40人

40人

(50%)

Ａ
(4)

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定、学習の観
点、行動の記録、特別活動の
記録、出欠の記録
・面接の結果
・作文の結果等

作文
面接

７ ２ － － １ － － －

Ｂ
(1)

・調査書及び５教科の学力
検査、面接の結果等を資料
として、本校の教育を受け
るに足る能力・適性等を判
定して選抜を行う。

学力検査
面接

３ ５ ２ －

検査時間・配点

配
点

国語 100

数学 100

社会 100

理科 100

英語 100

(50%)



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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生徒像

前期選抜
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人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

－

Ｂ
(1)

【選抜方法】
・調査書と面接、小論文の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに足る能力・適性等
を判断して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定
・面接と小論文の結果

面接
小論文 ８ 1 － － － －

学科等

１ －

性別
募集
定員

前橋市
立前橋

・将来リーダー
となりうる資質
をもち、部活動
や特別活動をと
おして健やかな
心身・豊かな人
間性を身に付
け、高い目標に
向かって努力で
きる生徒
・高い理想と明
確な目標をも
ち、その実現に
向けて規律ある
高校生活の中
で、学習活動に
積極的かつ継続
的に取り組める
生徒

普通科 男女 240人 (50%)

Ａ
(1)

【選抜方法】
・調査書と作文、パーソナル
プレゼンテーションの結果等
を総合して、本校の教育を受
けるに足る能力・適性等を判
断して選抜を行う。
【重視する項目等】
・部活動における活動実績及
び入学後の部活動継続の意志
等
・調査書の評定
・パーソナルプレゼンテー
ションの結果

パーソナ
ルプレゼ
ンテー
ション
作文

６ － － － 1 － ３

理科 100

英語 100

後期選抜

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

(50%)

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。

学力検査

２

検査時間・配点

配
点

８ － －

国語 100

数学 100

社会 100

各検査項目等の比重※２



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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＊　高崎市立高崎経済大学附属高等学校の後期選抜については、男女別にそれぞれ募集定員の24.1%を選抜した後、募集定員の6%を男女一括で選抜する。

学校名
志願してほしい

生徒像

150

－ ３

高崎市
立高崎
経済大
学附属

・自らの将来に
対して高い目標
をもち、それを
達成すべく自ら
課題を設定し、
それを実現しよ
うとする強い意
志と高い能力を
もつ生徒
・学習と部活動
等の学校教育全
般に真剣に取り
組み、自分自身
を高めようとい
う強い信念をも
つ生徒

普通科
普通
コース

男女 245人

男
(22.9
%)
女

(22.9
%)

Ａ
(2)

【選抜方法】
・調査書等の書類、小論文及
び面接の結果等を総合して、
本校の教育を受けるに足る能
力・適性等を判定して選抜を
行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定、特別活動の
記録、出欠の記録等
・小論文・面接の結果

面接
小論文

８ １ － － － １

学科等 性別
募集
定員

前期選抜

募集
人員
(%)

(20%)

・調査書、学力検査及び実
技検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜する。

学力検査
実技検査
［音楽
系：専攻
実技

美術系：
鉛筆デッ
サン］

・自らの将来に
対して高い目標
をもち、それを
達成すべく自ら
課題を設定し、
それを実現しよ
うとする強い意
志と高い能力を
もつ生徒
・学習と部活動
等の学校教育全
般に真剣に取り
組み、自分自身
を高めようとい
う強い信念をも
つ生徒

普通科
芸術
コース
（音楽
系・美
術系）

男女

音楽系
15人
美術系
20人

(80%)

【選抜方法】
・調査書等の書類、小論文、
面接及び実技検査の結果等を
総合して、本校の教育を受け
るに足る能力・適性等を判定
して選抜を行う。
【重視する項目等】
・実技検査の結果
・調査書の評定、特別活動の
記録、出欠の記録等
・小論文・面接の結果

面接
小論文
実技検査
［音楽
系：ソル
フェー
ジュ（全
員）、ピ
アノ（ピ
アノ専攻
者）、声
楽・ピア
ノ（声楽
専攻

者）、管
弦打楽
器・ピア
ノ（管弦
打楽器専
攻者）
美術系：
鉛筆デッ
サン］

２ １ － １ － －

－ －

Ｂ
(1)

【選抜方法】
・調査書等の書類、小論文及
び面接の結果等を総合して、
本校の教育を受けるに足る能
力・適性等を判定して選抜を
行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定、特別活動の
記録、出欠の記録等
・活動の実績
・小論文・面接の結果

８ １ － － － １ － －

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

６ －

－

後期選抜

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

１ ６

検査時間・配点

配
点

国語 150

数学 150

社会 100

理科 100

英語

検査時間・配点

150

配
点

国語 150

数学 150

社会 100

理科 100

英語

９ －

＊
(54.2
%)

・調査書、学力検査の結果
等を資料として、本校の教
育を受けるに足る能力・適
性等を判定して選抜する。

学力検査

１



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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- 普通科 男女 ＊105人 - - - － － － － － － － － － - - - － － － －

時
間

50

50

50

50

50

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

・学力検査及び調査書の結
果等を資料として選抜を行
う。

学力検査
面接

２ ７ １

【選抜方法】
・調査書と面接を総合し、本
校の教育を受けるに足る能
力・適性等を判定して選抜を
行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定等
・部活動等における活動実績
及び入学後の継続の意志等

８ ２ －

太田市
立太田

・基本的な生活
習慣を身に付け
ており、誠実な
態度をもって、
高校生活に臨め
る生徒
・広い視野と高
い目標をもって
学習活動や部活
動に積極的に取
り組める生徒

商業科 男女

－ － － － －

160人

学校名
志願してほしい

生徒像
学科等 性別

募集
定員

前期選抜

各検査項目等の比重※２

桐生市
立商業

・基本的生活習
慣が確立してお
り、商業及び情
報処理の分野に
関心をもち、志
望動機が明確な
生徒
・学習と部活動
に情熱を傾け、
積極的に取り組
むことができる
生徒

商業科
情報処
理科

男女
男女

160人
80人 (50%)

Ａ
(1)

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定

作文
面接

８ １ － －

Ｂ
(1)

100

100

国語

数学

社会

理科

英語

(50%)

Ａ
(1)

【選抜方法】
・調査書と面接を総合し、本
校の教育を受けるに足る能
力・適性等を判定して選抜を
行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定等
・本校の教育内容を理解した
うえでの入学後の目的意識等

面接

８ ２

・調査書と学力検査の結果
等を総合して、本校の教育
を受けるに足る能力・適性
等を判定して選抜を行う。

学力検査
面接

－

(50%)

－ － － － －

100

100

３ － － １ － －

－ － －

Ｂ
(1)

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・部活動における活動実績及
び入学後の部活動の継続の意
志等
・調査書の特別活動の記録、
評定

６

国語 100

数学 100

社会 100

理科 100

英語 100

(50%)

後期選抜

－

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

１

３ ６ １ －

検査時間・配点

配
点

－

検査時間・配点

配
点

100



＊　太田市立太田高等学校の普通科は、すべて太田市立太田中学校からの内部進学者とする。また、商業科は太田市立太田中学校からの内部進学者を含む。



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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  　高崎商業高等学校、桐生女子高等学校、伊勢崎高等学校、伊勢崎商業高等学校、太田工業高等学校、利根実業高等学校、藤岡中央高等学校、藤岡北高等学校、藤岡工業高等学校、富岡実業高等学校、
　館林商工高等学校、利根商業高等学校の１２校において実施する「くくり募集」の概要は次のとおりである。

　　「くくり募集」とは、いくつかの学科について入学者を一括して募集し、入学後に１年間あるいは半年間共通の学習を行い、実地体験等を通してそれぞれの学科の内容等を十分理解した後に、所属す
　る学科を決定する形態をいう。

　　所属する学科を決定する際には、生徒の希望を最大限に尊重できるよう、それぞれの学科定員を弾力的に運用することとする。例えば、Ａ学科定員80人（２学級）、Ｂ学科定員40人（１学級）である
　場合、生徒の希望によっては、Ａ学科75人、Ｂ学科45人のように編制することもできるものとする。

　２　学科定員の弾力的取扱いについて

　１　「くくり募集」の形態について

－ ２ － －

(50%)

理科 100

英語 100

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。

利根
商業

・商業活動・経
済活動やコン
ピュータの学習
に興味・関心と
意欲がある生徒
・専門的な学習
を生かして上級
学校進学や就職
を目指して努力
できる生徒
・特別活動や部
活動・ボラン
ティア活動など
に積極的に参加
し、実績が評価
されている生徒
・基本的な生活
習慣が身に付い
ている生徒

地域経
済科
国際経
済科
情報経
済科
(くく
り募
集)

男女 160人 (50%)

Ａ
(3)

【選抜方法】
・調査書と面接、小論文の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに足る能力・適性等
を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定、特別活動の
記録、出欠の記録等
・専門科目の学習や資格取得
に対する関心・意欲等

小論文
面接

６ ２ －

Ｂ
(2)

学校名
志願してほしい

生徒像
学科等 性別

募集
定員

前期選抜 後期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

【選抜方法】
・調査書と面接、小論文の結
果等を総合して、本校の教育
を受けるに足る能力・適性等
を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・部活動における活動実績及
び入学後の部活動継続の意志
等
・調査書の評定、特別活動の
記録、出欠の記録等
・専門科目の学習や資格取得
に対する関心・意欲等

４ ４ － －

－ － ２ － －

100

数学 100

社会 100

学力検査
面接

４ ４ ２ －

検査時間・配点

配
点

国語

　○　くくり募集について



○　連携型選抜を行う高等学校
※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。なお、割合は出願状況によって変わることがある。
※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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時
間

45

45

45

45

45

--３５

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校各学科の
教育を受けるに足る能力・適
性等を判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定、特別活動の
記録、出欠の記録等
・学習や学校生活への意欲等
・面接における態度等

３ -

--２尾瀬

・郷土を愛し、
地域社会の発展
に貢献したいと
思っている生徒
・様々な体験学
習を通して豊か
な教養を身につ
け、自己表現力
を高めたいと
思っている生徒
・各学科・コー
スの特色を理解
し、高校生活に
対し明確な目的
意識をもった生
徒

普通科
自然環
境科

男女
男女

32人
32人 (50%)

４ ３ ３

国語 100

(50%)

・調査書及び５教科の学力
検査の結果等を資料とし
て、本校の教育を受けるに
足る能力・適性等を判定し
て選抜を行う。

学力検査
面接

３ ４

数学 100

社会 100

理科 100

英語 100

３ －

検査時間・配点

配
点

100

万場

・基本的生活習
慣を身に付け、
優しい心をも
ち、何事に対し
ても真面目に取
り組み、しっか
りとした学習意
欲のある生徒
・本校の４つの
コースの特色を
理解し、明確な
目的意識をも
ち、入学してか
ら自己の進路希
望を実現するた
めの努力ができ
る生徒

普通科 男女 64人 (50%)

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定
・学習や学校生活への意欲等
・作文の結果

面接
作文

【選抜方法】
・面接と提出書類等を総合し
て、本校各学科の教育を受け
るに足る能力・適性等を判定
して選抜を行う。
【重視する項目等】
・学習や学校生活への意欲等
・課題発表の内容
・面接における態度等

面
接

６

面接
作文

- -

【選抜方法】
・提出書類とレポート発表、
面接、小論文等を総合して、
本校の教育を受けるに足る能
力・適性等を判定して選抜を
行う。
【重視する項目等】
・レポート発表の内容
・学習や学校生活への意欲等
・小論文の結果

面
接

レ
ポ
ー
ト
発
表

小
論
文

３ ４ - -

100

数学 100

社会 100

理科 100

４ ４ ２ －

検査時間・配点

配
点

(50%)

・調査書及び５教科の学力
検査の結果、面接の結果等
を総合して、本校各学科の
教育を受けるに足る能力・
適性等を判定して選抜を行
う。

学力検査
面接

４ －

国語

英語

-

課
題
発
表

－

学校名
志願してほしい

生徒像
学科等 性別

募集
定員

連携型選抜 後期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目及び
各検査項目等

の比重

募集
人員
(%)

前期選抜

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。なお、割合は出願状況によって変わることがある。
※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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学校名
志願してほしい

生徒像
学科等 性別

募集
定員

前期選抜 連携型選抜 後期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目及び
各検査項目等

の比重

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

（注２）尾瀬高等学校自然環境科、万場高等学校普通科（ただし、第２学年において水産コースを希望する者）及び嬬恋高等学校普通科スポーツ・健康コース（ただし、スケート実技を選択する者）については、全国募集とする。

（注１）連携型選抜を行う高等学校にあっては、各学科・コースにおける連携型選抜と前期選抜を合わせた合格者数については、原則として募集定員以内とする。
　　　　また、後期選抜の募集人員は、募集定員から前期選抜募集人員及び連携型選抜合格者数を減じた数とする。ただし、前期選抜合格者数が前期選抜募集人員に満たない場合は、募集定員から前期選抜合格者数及び連携型選抜合格者数
　　　を減じた数とする。なお、合格者数等の合計が募集定員を満たした場合には、後期選抜は実施しない。

配
点

５ ５ －

国語 100

数学 100

社会

- ２ - - -

【選抜方法】
・課題作文を基に面接を行
い、本校の教育を受けるに足
る能力・適性を判定して選抜
を行う。
【重視する項目】
・学習や学校生活への意欲等
・課題作文の発表内容
・スポーツ・健康コースにお
いては、部活動継続の意志

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
を総合して、本校の教育を受
けるに足る能力・適性等を判
定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・調査書の評定、特別活動等
・作文の結果
・スポーツ・健康コースにお
いては、特に部活動成績及び
部活動継続の意志

４ ５ １ -

検査時間・配点面
接

課
題
作
文

－

(50%)

・調査書、５教科の学力検
査の結果及び面接の結果等
を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性を
判定して選抜を行う。

学力検査
面接

100

理科 100

英語 100

面接
作文 ６ ２ -嬬恋

・本校で学習し
たいという意志
が強く、思いや
りの心をもった
生徒
・スポーツ・健
康コースでは、
スポーツに興
味・関心が強
く、部活動に積
極的に取り組む
ことができる生
徒
・流通ビジネス
コースでは、商
業に関する科目
やコンピュー
ターに興味、関
心の強い生徒

普通科
普通科
スポー
ツ・健
康コー
ス
普通科
流通ビ
ジネス
コース

男女
男女

男女

32人
16人

16人
(50%)



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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実
技
検
査

時
間

50

50

50

時
間

50

50

50

学校名
志願してほしい

生徒像
学科等 性別

募集
定員

前期選抜 後期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

○　フレックススクール

前橋
清陵

・基本的生活習
慣を確立し、能
力・個性を伸長
させたい生徒
・責任感が強
く、まじめで、
目標に向かって
継続的に努力で
きる生徒
・やさしい心根
をもち、人の世
の支えとなりた
い生徒
・二学期制・単
位制の制度を生
かし、将来を見
据えて学ぼうと
する意思と意欲
のある生徒

普通科
昼間部

男女 80人 (40%)

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・面接や作文の結果

作文
面接

普通科
夜間部

男女 80人 (40%)

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・面接や作文の結果

作文
面接 ３

３

100

・調査書及び３教科の学力
検査、面接の結果等を資料
として、本校の教育を受け
るに足る能力・適性等を判
定して選抜を行う。

学力検査
面接

３ ３ ４ －

検査時間・配点

配
点

－ ３ － － － (60%)

100

社会

理科

英語 100

学力検査
面接－ ３ － － － (60%)

３ ３ ４ －

検査時間・配点

配
点

国語 100

数学 100

社会

理科

国語 100
４

数学

－

・調査書及び３教科の学力
検査、面接の結果等を資料
として、本校の教育を受け
るに足る能力・適性等を判
定して選抜を行う。

英語

４ －



※１ 前期選抜の選抜区分の割合は、それぞれの区分のおおよその割合を示している。

　　 なお、割合は出願状況によって変わることがある。

※２ 各検査項目等の比重については、合計が10となるようにそれぞれのおおよその割合を示している。
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50

50

50

学校名
志願してほしい

生徒像
学科等 性別

募集
定員

前期選抜 後期選抜

募集
人員
(%)

選抜
区分

(割合)
※１

選抜方法及び選抜において
重視する項目等

検査項目

各検査項目等の比重※２

募集
人員
(%)

選抜方法 検査項目

各検査項目等の比重※２

・学力検査と調査書、面接
の結果等を総合して、本校
の教育を受けるに足る能
力・適性等を判定して選抜
を行う。

面接
学力検査

１ ５

太田フ
レック

ス

・自らの夢の実
現を目指し意欲
的に学び続ける
ことのできる生
徒
・社会規範に従
い、自由と責任
を重んじ、自己
責任のもとに行
動ができる生徒
・人との触れ合
いを大切にし、
個性を尊重し合
いながら協調で
きる心をもった
生徒

【選抜方法】
・調査書と面接、作文の結果
等を総合して、本校の教育を
受けるに足る能力・適性等を
判定して選抜を行う。
【重視する項目等】
・面接

面接
作文

－

検査時間・配点

時
間

配
点

国語 100

数学 100

社会

理科

英語 100

２ ６ －

４
普通科
Ⅰ部
（午前
部）

男女 80人 (30%)

普通科
Ⅱ部
（午後
部）

男女 80人 (30%)

普通科
Ⅲ部
（夜間
部）

男女 80人 (10%)

(70%)

(90%)

(70%)－ ２ － － －


